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平成21年度の目標

 ビーバー（BVS） カブ（CS） ボーイ（BS） ベンチャー（VS） ローバー（RS）
 隊 指 ス 隊 指 ス 隊 指 ス 隊 指 ス 隊 指 ス
 ��0 4�6 678 ��6 832 �,447 ��4 476 �,474 ��4 258 92� 94 �40 6�0 
 ��2 479 �,0�8 ��7 �,0�5 �,66� ��7 522 �,59� �55 282 949 96 �49 6��

  団数 隊数 団委員 指導者 スカウト その他 計

 登録数 ��7 548 �,463 2,�22 5,�30 2 8,7�7
 前年度末数 ��9 557 �,644 2,447 5,830 2 9,923

［加盟登録状況］平成2�年８月末日現在

広めよう！
スカウティングの
楽しさをみんなに

ボーイスカウト千葉県連盟　理事長　山田　龍雄ごあいさつ
　このたび60年の歴史を持つ千葉県連盟
の理事長職を、鈴木国夫氏より引き継

つ

ぐこ
とになりました。皆さま方のお力をお借り
して県連盟の運営に尽

じんりょく

力し、ボーイスカ
ウト運動を通じて、青少年育成のために
最
さいぜん

善を尽
つ

くして参りたいと存
ぞん

じます。まず
は「指導者が、スカウトと共に楽しめるス
カウト活動の推

すいしん

進」をテーマとして、皆さ
ま方と努力してまいります。目の前には第

15回日本ジャンボリー（平成22年８月）、
第18回千葉県連盟カブラリー（平成23年
５月）、第22回世界スカウトジャンボリー

（平成23年８月）の開催が迫
せま

っています。
　また平成27年８月には、第23回世界ス
カウトジャンボリーを「山口市きらら浜」で
開催することが決定しています。千葉県
のスカウト達が、このようなイベントに積

せっ

極
きょくてき

的に参加して、海外のスカウトとの国際

交流等々も楽し
み、まさに「指
導 者が、スカ
ウトと供に楽し
めるスカウト活
動」ができるよ
うに、皆さまと
ともに強力に推

お

し進めたいと考えております。

　私は平成20年度アジア太平洋提
ていけい

携プロ
ジェクト（バングラデシュ）派

は け ん

遣に参加し
た。この派

は け ん

遣は1998年に始まり、第１次、
第２次５か年計画を終了し、現在第３次５
か年計画が進行していて、今回の派

は け ん

遣は
通算12回目の派

は け ん

遣となった。
　私がこの派

は け ん

遣に参加したきっかけは、
以前から海外でのボランティア活動に興
味があったこと。加えて、前回この派

は け ん

遣に
行った人の話を聞き、私自身にできること
をしたいと思ったのと、今まで何かしたい
と思っていても、何もできなかったので、
この派

は け ん

遣は自分で動くチャンスだと思った
からだ。
　派

は け ん

遣では、モエシュカリ島で１週間の啓
けい

発
はつ

活動（「母子の健康」「水・寄生虫」「ゴミ・
環境」）を行った。最初に家庭を訪問して質
問をするベースラインサーベイ活動をし

た。次に、スケッチブックを使用し紙芝居
形式で啓

けいはつ

発内容を伝えるハウス・トゥ・ハ
ウスを行ない、最後に村人を集めて啓

けいはつ

発
活動をするブース・デモンストレーション
を行ないました。どの啓

けいはつ

発活動も村人の反
応はすごく良かった。ダッカのローバーや
ローカルローバー（モエシュカリ島のスカ
ウト）が通訳してくれ、私達の拙

つたな

いベンガ
ル語の発音にもうなずいてくれたりして、
とても嬉しかった。少しでも私達の言った
ことが伝わってくれればいいと願います。
また、啓

けいはつ

発活動以外にも小学校で文具を
配った。子供たちは、みんな無

む じ ゃ き

邪気でと
てもかわいく、文具をあげると素敵な笑
顔を見せる。歌やダンスでの交流もでき、
子供たちの笑顔を見ていると私もとても幸
せな気分になった。

　首都のダッカでは会議や観光をして、
バングラデシュの文化を学び下痢などの
問題を考え、さらにダッカのローバーとの

交流もたくさんすることができてとても楽
しかった。
　英語の苦手な私はボディランゲージをフ
ル活用し、頑張って単語を思い出しながら
やっと話していたのに、みんなはどんどん
話しかけてくれ、言葉以上のもので交流が
できたと思う。しかし、もっと英語ができ
ればより深く交流ができ、もっと仲良くな
れたのでは考えると本当に悔

くや

しく感じた。
　このようにバングラデシュでは楽しいこ
と、嬉

うれ

しいこと、辛いこと、悲しいこと、
幸せなことなど色々なことを学ぶことがで
きた。啓

けいはつ

発活動をやっただけでも勉強に
なったが、やはり文化に触れることでさら
に多くのことを学んだ。これからのスカウ
ト活動や普段の生活の中でもこの経験を
忘れずに過ごしていきたいと思う。

香取東総地区　旭第１団　ローバースカウト隊　青手木　真希バングラデシュ派
は け ん

遣に参加して
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大網白里第１団　ベンチャースカウト隊　酒井　絹子 

第８回 韓日スカウトフォーラム派遣報告国際
交流

　私は平成21年７月30日～８月５日まで

ソウルで開催された第８回韓日スカウト

フォーラム派
は け ん

遣に日本代表の一員として参

加しました。

１.参加の動機

　私がこの派
は け ん

遣に参加したいと考えた背

景には、第14回日本ジャンボリーでの二

人の韓国スカウトとの交流の体験にある。

当時、私は中学２年生で彼らとの会話は

片言の英語だったが、それが相手に理解

されたときはとても嬉しかった。彼らに日

本の童
どうよう

謡を教え、歌えるようになった時の

笑顔を見て、文化を伝えることの楽しさを

知った。私も彼らから韓国の遊びなどを

教わり、異文化を知ることの素晴らしさを

知った。異文化交流を再び体験したいと

いう理由から派遣に応募した。

２.参加してどのように成長するか

　私は派
は け ん

遣に参加するにあたり、「韓国の

文化に肌
はだ

で触れ、日本の文化を伝えるこ

とで国際コミュニケーションを学び、後輩

に伝える」という目的と４つの目標を設定

した。それは「キムチの種類や漬
つ

け方を学

ぶ」、「ミスコリアとはどのような大会なの

か詳しく調べる」「空手、年中行事、祭りな

ど日本文化を韓国の人々に伝える」、「その

結果を自分の団で発表する」の４つである。

この目的と目標は韓国スカウトとのより深

い交流を目指して考えたものだ。

３.視野を広げたフォーラム

　フォーラムテーマは「より良き理解　

明るい世界」で第１回から変わっていな

い。私たちのグループは「How to spread 

scout activities」の議題で３日間熱心に討

議した。この議題を決める時、多くの話

題について話し合った。世界にはこんな

にも多くの話し合うべき問題があるのかと

驚
おどろ

き、自分の考えの浅さ、狭
せま

さを思い知っ

た。議題をたくさん提案できるスカウトた

ちに衝
しょうげき

撃を受けた。「よりよき理解、明る

い世界」とはどのようなことによって築か

れるか。相互理解に必要なのは、相手を

よく知ることだ。知識を蓄
たくわ

え、相手を理解

する努力をした上で充実したコミュニケー

ションを積み重ねることで、より理解が深

まるのではないだろうか。今回、自分の意

見を十分に言えなかったことから、これか

らは広い視野で自分の考えを持ちたいと

考えている。その上で最も重要なことは、

充実したコミュニケーションをはかること

だ。言葉の内容は深く、話す、聞くといっ

た言語的なものから、相手への思いやり、

表情などの心の面、場の空気を察
さ っ ち

知する感

性もそれに含まれると思う。また、より充

実したコミュニケーションのためには、多

方面からの知識が必要になってくる。相手

を理解する努力をした上で意
い し

思疎
そ つ う

通を図る

ことで、更に深い理解が期待できるのでは

ないだろうか。互いの理解が深まると、人

間は温かい気持ちになり夢や希望を持つよ

うになり、明るい世界へとつながっていく

だろう。

４.やっぱり英語は大切だ

　国際的なコミュニケーションを目指す場

合、英語は必要不可欠である。私は今回

その必要性を痛
つうれつ

烈に感

じた。グローバル化が

進み必
ひ っ す

須になるだろう。

私は「よりよき理解と明

るい世界」実現のために

外国語、特に英語の勉

強により力を入れて、勉

強することを自分に約束

した。このようなことを

少しずつ、各自が意識をすることで自然と

世界は明るい方向へ進んでいくだろう。今

日から明るい世界を目指して努力していき

たい。

５.今回の派遣で得たもの

　派遣に参加して自分の世界が広がった。

そしていろいろなことを真
しんけん

剣に考えるよう

になった。韓国スカウトの英語力に刺
し げ き

激を

受け、更なる努力が必要だと痛感し勉強

に対する意欲が沸
わ

いた。そして韓国スカ

ウトや日本の派遣団の仲間たちの思いや

り深さに感動した。素晴らしい人たちがい

る環境で、自分の意識を高めることができ

た。また、事前準備訓練やフォーラムを

通して、仲間の思いやりある態度に感
かんぷく

服し

た。これはとても重要なことだろうと思う。

どんなに小さなことでも助け合おうとする

姿勢は見習いたい。今後はフォーラムで

話し合ったことを、少しずつ実
じっせん

践し、日韓

両国の交流の中心となりたいと思う。

　最後に、このような貴重な経験が出来

たのも、ビーバースカウトから活動を継続

して来たこと、団のリーダーの方々、韓国

連盟のスタッフの皆様、両親、そして派

遣団の仲間たちの支援のお陰である。感

謝の心を忘れず、更に成長していきたい

と思っている。私の新しい目標は、日本文

化を更
さら

に詳しく知り、外国の人々に日本の

よさを伝えることだ。それにより。よりよ

き理解、そして明るい世界を築
きず

いていきた

い。このような素晴らしい体験をより多く

のベンチャースカウトが経験して日韓友好

の架
か

け橋になって欲しいと願っている。
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窯
かま

・ビー バ ー
スカウト写真
コ ー ナ ー）で
は、説 明 する
リーダーの話
をしっかり聞き
ました。途

と

中
ちゅう

、
何

な ぜ

故？どうし
て？！攻

こうげき

撃もあ
り笑

わら

いが絶
た

えな
いコーナーとなりました。午後からはみんなでゲーム：ジャン
ケン列車。そして、最後は145人全員によるビーバーお別れ
セレモ二ー（大きな輪）で楽しい一日を終えました。
　最後に参加したスカウトに楽しかったことは？と聞いたとこ
ろ「ぜんぶのコーナーみんな楽しかったよ。それとみんなでで
きた「じゃんけん列車」や「大きな輪」」が良かった。」との力強い
言葉があり、リーダーとして来年の励

はげ

みとなりました。

　平成21年７月５日（日）、松
ま つ ど

戸市
し

21世
せ い き

紀の森
もり

と広
ひ ろ ば

場公
こうえん

園で、
松
ま つ ど

戸・鎌
か ま が や

ケ谷地
ち く

区ビーバーラリーが行われました。今回の
ビーバーラリー（ビーバーまつり）は、地

ち く

区創
そうりつ

立30周
しゅうねん

年記
き ね ん

念
行
ぎょうじ

事で、19回
か い め

目のビーバーラリーでした。 公園の中にある縄
じょう

文
もん

時代の家がある森で参加したスカウトは、原
げ ん し

始時代の子供
に変身！リーダーも見学者もみんな原

げ ん し

始人
じん

に変
へんしん

身してスター
トしました。スカウト、見学者数は、59人。大人も含めると、
みんなで145人。公園は原

げ ん し

始人
じん

であふれました。
　今年準備されたコーナーは、６コーナー。①僕たちの石の
お金を取り戻

もど

せ②はじめにんげんビーバー③獲
え も の

物だ！狩
かり

だ！
やっほっほ～④槍

やり

を作ろう！⑤星に願いを！、スカウト達は、
リーダーたちが準備したコーナーに果

か か ん

敢にチャレンジ、楽し
んでいました。最後の⑥番目の地区のコーナー（救

きゅうご

護・立ち・

ビーバーラリー「原
げ ん

始
し

人
じ ん

とあそぼう」 
松戸・鎌ヶ谷地区 松戸第1団　ビーバースカウト隊隊長　小泉恭弘

　郡
こおりやましぜん

山自然の家
いえ

のキャンプ場には、天
てんねん

然記
き ね ん ぶ つ

念物の「きのこ岩」
と呼ばれる変わった形の岩があります。サマーキャンプの

テーマは「きの
こ合

がっしゅうこく

衆国の小
さな旅

たびびと

人」、お
金はマッシュ
です。７月の
ナイトハイク
で、 全 員 が
マッシュを手
に入れ、パス
ポートも準

じゅんび

備
しました。

本当にあった「きのこ合衆国」
東葛地区 我孫子第２団　カブスカウト隊隊長　小口まゆみ

　「きのこ合
がっしゅうこく

衆国」には岩でできたすべり台、川あそび、大き
な森の中のハイキングなど自

し

然
ぜん

がいっぱいです。宝くじで
はわくわくしながら数字とにらめっこ。当ったスカウトも、
残
ざんねん

念ながらはずれたスカウトも大
おお

はしゃぎでした。手作りの
お祭り広場にはたくさんのお店があり、売り子になったりお
客になったり大いそがし。
・はじめてのキャンプはどきどきで長いと思ったけれど短く
て楽しかった（うさぎＲ

アール

ちゃん）・協
きょうりょく

力したから楽しかった
（くまＳ

エス

くん）・いっぱい歌って楽しかった（しかＭ
エム

くん、Ｊ
ジェイ

く
ん、Ｍ

エム

ちゃん、くまＲ
アール

くん）思い出になって良かった（しかＹ
ワイ

くん）・ナイトハイクは一人ではこわいので組のみんなと行き
ました（うさぎＬ

エル

くん）・岩のすべり台で自
し ぜ ん

然のスライダーが
楽しかった（くまＫ

ケイ

くん、Ｔ
ティー

くん、Ｈ
エイチ

くん）・スタンプラリー
のハイキングが楽しかった（くまＩ

アイ

くん）・じっと待って「気づ
かせる」デンリーダーはすごいと思った（保護者：Ｉ

アイ

さん）また
いつか、「きのこ合

がっしゅうこく

衆国」に来てみたいです。

拝
おが

む御
ご ら い こ う

来光や目の前に押し寄せる雲、下界を見下ろすあの感
動を味わえるからでしょう。「高い山には登れ」の実行です。
　キャンプを経験すると班長が育ちます。それは隊長と班長
が揃い３～４日一緒に生活し否

い

が応
おう

でも班制度が実
じっせん

践できる
からです。その中で役割・連

れんけい

携ができ、全員で立ちかまどや
キャンプファイヤーの炎を囲み・見つめ、リーダーの話を聞く
だけでスカウトの心が育ちます。私は一人でも多くのスカウト
に我が団の伝統を経験してもらいたいと思っています。

　我々は年４回のキャンプと４年に一度の富士山登山を伝
でんとう

統
としています。スカウトも「想い出は新人の時経験した三舟山
の水汲

く

み」と言うほど、春は何もない山の中でキャンプを行っ
ています。まだ寒さ残る３月、静かな山の中で聞こえるのは
サクサクという枯れ葉を踏

ふ

みしめる音と木々が擦
す

れる風の音
だけ。班長はリーダーが待つ山頂に班員を引き連れて登って
くる。テントを張り、トイレを作り、立ちかまどで炊飯する。
その時に経験するのが新人スカウトの水汲

く

みで、道なき道を
10kgの水缶

かん

を運ぶ。水を使い過ぎるとまた水汲
く

み。サトウハ
チロー氏の「からだでおぼえたことはわすれない」の詩、［水汲

く

みひとつにも上
じょうず

手下
へ た

手がある］の一節を思い起こします。
　もう一つが富士山登山。日本一の山に挑戦した事は「高山病
の中、よく頑張ったよな」と思い出話しに盛り上がる。それは
個人ではなかなか達

たっせい

成できないことを助け合いながら、途中

伝
で ん と う

統の富士山登山
南総地区 君津第２団　ボーイスカウト隊　隊長　児玉正博
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　平成21年８月12日（水）～16
日（日）群馬県吾妻郡六合村奥草
津鋼管休暇村で開催しました。
　ここでは、縁の下の力持ち奉
仕隊の活動報告をいたします。
　地区のベンチャースカウト、
ローバースカウトが奉仕隊とし
て、企画から運営までの全てに

携わりました。
　実際第14回日本ジャンボリー、第18回千葉県キャンポリー等の
経験者が経験から、色 ボ々ーイスカウト隊のためになるよう動いてく
れました。
　ボーイスカウト隊が楽しく、円滑に日々活動を遂行し、病気・怪

け

我
が

も無く終了したことで、責任を果たしました。
　八千代・習志野地区　八千代第4団　ベンチャースカウト隊　小山　大輝

 
 

　平成21年８月５日～９
日、野田市関宿あおぞら
広場にて、テーマ『青空に
友情という虹をかけよう』
のもと、スカウト82人、
指導者36人、スタッフ21
人、計139人、野田第１、
２、５、７団、流山第２、

３、４、５団の各カブスカウト・ボーイスカウト・ベンチャースカ
ウト隊が参加した。　野田市・野田市教育委員会、流山市教育委
員会の後援を得て、火起こしゲーム、野田市内一周サイクリング

（走行距離→44.4ｋｍ）、Eボート、月の輪合同プログラムなどを
おこなった。
○全体評価として、のだれやまの仲間が一同に集い、集中豪雨に

も負けず『青空に友情という虹をかけよう』のもと、楽しいサイ
ト作り、日々の改善、プログラムの展開と充実したひとときで
あった。スタッフ間の連携もよく取れ、Eボートでは、安全確保
についての議論が盛んであった。

　　また、この規模での地区開催における運営上の問題もかなり
明確になってきた。

 
 

　地区ボーイスカウト隊
は、「Friendship 12」の
テーマのもと、平成21年
8月12日 か ら15日 の4日
間、我孫子市五本松運動
公園で実施しました。台
風9号の影響で一時は開
催も危

あや

ぶまれましたが、
参加12個団が勢ぞろいした12日午前には台風一過の晴天となりま
した。14日には手旗信号や救急法などの技能大会と地区ベンチャー
主催で団混成の４チームによる綱引き大会および近隣の児童を対
象にしたオープンプログラムを実施し、広大な運動公園がスカウ
ト123人と指導者89人、オープンプログラムに参加した88人の児
童・保護者の歓声で一杯になりました。15日夕刻は場所を手賀沼
近くの五本松公園に移し大営火を行い、スカウト同士の友好を深
めました。来年の第15回日本ジャンボリーに向けて、この先一年間
更に技能と友情を高めるきっかけとなる非常に良い大会でした。

　平成21年８月５日から９日まで、千葉地区キャンポリーが地区
８個隊18班の参加を得て、船橋市立大神保青少年キャンプ場で
開催されました。この大会は県連盟キャンポリーの代替として地
区ラウンドテーブルの場で企画され、実行委員会を編成して実施
にこぎつけたものです。
　来日した千葉市の姉妹都市、ヒューストン市からの派遣隊も参加

して日米共同のキャンプと
なったこの大会。大雨にふ
られた日もありましたが、
各班とも理想のサイト作
りに挑戦し、ワイドゲーム

「逃走中」や料理コンテスト
など各種のプログラムにト
ライして、大変充実した４
泊５日となりました。

　市川・浦安地区ボーイ隊は、平成21年
８月２日～６日の第12回神奈川県キャンポ
リーに参加しました。場所は1971年、世
界ジャンボリーが開催された朝霧高原。
　参加数はスカウト75人に奉仕者等を合
わせて総勢93人。キャンポリー全体では
静岡県、山梨県スカウトも参加し、総勢
1600人というものでした。
　市川・浦安地区サイトは、木立で囲まれ
た一面芝生で見通しのきくサイトでした。

　初日は雨でしたが、スカウト達は元気
に設営を行いました。全体開会式は、カ
ラーチームなど素晴らしいセレモニーでス
カウト達は感動していました。
　２日目以降は雨予報が好天して快晴と
なり富士山もきれいに見えました。
　スカウト達は、場内外プログラム20個
の中から、４、５つのプログラムと格闘
し、日焼けして満足顔で帰ってきました。
　インフルエンザ騒動がありましたが、ほ

ぼ予定通り行われスカウト、奉仕隊も貴重
な体験キャンポリーとなりました。
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　平成21年８月20日～23日の期間、富津市湊
みなと

の「みなと温習舎」
で参加隊116人、スタッフ35人、合計151人で開催致しました。
　テーマはBack to Patrol（サブテーマ：スカウトの基本は“班”）
B-Pの精神を見つめ直し、スカウト達が班活動の楽しさを実感で
き、自然環境充分に有効利用した５つのプログラムを実施しま
した。①B-P  SPIRIT　「浜辺のアート」コンテスト　②アドベ
ンチャープログラム「目指せ山頂」フリークライミング　③班旗立
ゲーム「早く・高く・美しく」　④スポーツプログラム「目指せロン
ドン！」ビーチバレーボール　⑤Back to Patrol「ポイントハイク」
　本大会期間中は天候にも恵まれ、南房総の大海原を望み、夏の
潮風そよぐ自然の中、計画したプログラムを怪我人を出すことも
なく無事終了する
事が出来ました。
　真っ黒に日焼け
したスカウト達は
一段とたくましくな
り、友情の絆

きずな

を深
めた仲間との楽し
い思い出を、胸一
杯に刻んだことで
しょう。

　 平 成21年７月
５日（日）、佐倉草
笛の丘で印旛地
区ボーイスカウト
交流大会が開催
されました。この
大 会は、昨 年の
第７回印旛地区
キャンポリーの
テーマ「Together 
Again」に沿ったもので、少人数隊化による班対抗ゲームの不足を
補完することと、スカウト仲間の交流を主な目的としたものです。
　つゆの晴れ間で過ごしやすい天候に恵まれた中、指導者25人、
団委員長他各種委員会24人のもと、スカウト54人が大会に臨

のぞ

み
ました。
　プログラムは班対抗『料理コンテスト』および、『追跡ハイク』です。
　料理コンテストでは、課題として出された「じゃがいも」料理に
各々趣向をこらし、素晴らしいネーミングをつけ、審査員たちを
うならせていました。
　追跡ハイクでは、お手製の、文字が刻

きざ

まれた木製「割
わ り ふ

符」が、他
隊同志で揃

そろ

うようスカウトに配られ、完成したグループは認定証
をもらった後、お互いの名前交換をして新しい仲間をつくりまし
た。
　目的はほぼ達成され、大会は成功裏に終了することができました。
　　　　　　　印旛地区　地区副コミッショナー　窪　純一郎

　「更に羽ばたけ上総の仲間」を主テーマに、「誰にも負けないス
カウト技能」をサブテーマにして、平成21年８月16日から19
日の間、茨城県立白浜少年自然の家において、参加者140人

（８隊16班のボーイスカウト77人、ベンチャー・ローバースカ
ウト12人、指導者30人、奉仕者21人）で地区キャンポリーを開
催した。
　概略日程は、16日：設営・開会式、17日：班対抗ゲーム（全
体プログラム）、18日：自隊プログラム・表彰式・閉会式、19日：
撤営とした。
　班対抗は、ロープワーク・救急・火起こし・野外料理・記憶な
どのスカウト技能を４つのゲームにして、ブランコ作成、担架作
成、焼きそば作り、ボーイスカウトクイズで競った。自隊プログ
ラムでは、サイクリング・ハイキングを計画し、近隣の鹿島神宮
や海岸を訪れ地域
状況を学んだ。
　期間中４人の体
調不良者が出た
が、微熱程度（１
時間ぐらいで回
復）で収まり事故
はなく盛会で地区
キャンポリーを無
事終了できた。

　平成21年７月29日～８月２
日、日本連盟　那須野営場に
て、テーマ：前進『那須野営場
から新たな出発』 －友情と感謝
の心－のもと、ボーイ隊11個
団、ボーイスカウト95人、指導
者及び成人支援者72人、総員
167人が参加した。初日はあい
にくの雨で、設営が普段より大
変だった。２日目はパイオニア
リングで信号塔を作り。３日目
は待ちに待った技能大会、“火
おこし”から始まり、“ローマ戦
車”“ツイストパン”など色んな

プログラムにチャレンジ。点数には自信があり閉会式を楽しみに
していました。この日はキャンプファイヤーもあり、他の団との交
流もできました。４日目は温泉に行き、チーフリングを作り、のん
びりと那須野営場を満喫できた。そしていよいよ５日目の閉会式、
技能大会の最優秀班の発表で鎌ヶ谷第２団タイガー班と呼ばれた
時は凄

すご

くビックリしました。今思うとたくさんの楽しかった思い出
が出来た５日間でした。
　鎌ヶ谷第２団　タイガー班　班長　酒井 裕平、　次長　中村 
泰輔、中右 将太郎、太田尻 紗也香、　飯田 菜月、二階堂　瑛介
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富士章・千葉県連盟隼
はやぶさ

章・菊スカウト章  取得スカウト
平成21年2月21日〜平成21年８月18日

東金 �団
流山 3団
松戸 9団
千葉 6団
君津 2団
君津 2団
浦安 �団
浦安 2団
浦安 2団
浦安 2団
匝瑳 �団
浦安 2団
千葉 �8団
千葉 9団
千葉 27団
千葉 27団
松戸 �団

菊スカウト章

椎名　亮太
福住　琢磨
平井　佑嗣
伊藤　一成
榎本　紗織
森山　優太
今竹　良希
谷野太二郎
古越　菜摘
済木　　海
鳥飼　将利
田中　伊織
岩井田慧美
渡邊　琢哉
多田　圭佑
鈴木　慶一
根岸瑠美子

菊スカウト章

加藤　汐美
高橋　菜美
山口　泰史
速水　佑介
菅原　遥香
井上　千恵
相澤　　悠
内藤　　峻
阿部　　崇
川藤　美咲
中川　琴美
岡安　利佳
西澤　侑輝
山下　大貴
青柳　里奈
大津　　誠
箕田　章宏

鎌ケ谷 2団
八千代 2団
八千代 3団
八千代 3団
船橋 7団
我孫子 2団
千葉 �8団
千葉 �8団
千葉 �8団
我孫子 2団
市原 �団
船橋 7団
船橋 �4団
千葉 8団
千葉 8団
八千代 2団
千葉 �団

菊スカウト章

寺田　夏樹
広納　一輝
伊藤　裕樹
鈴木　　大
髙橋　拓也
小林　佳織
小島　　凉
吉野　朱夏
岩井田慧祐
関口　裕也
鮫田　直樹
今野　　威
深瀬　喬俊
大西　麻奈
武田　愛海
大内　卓也

千葉 �4団
千葉 �4団
千葉 2�団
市川 3団
市川 3団
浦安 2団
流山 5団
流山 5団
千葉 �8団
柏 9団
我孫子 �団
我孫子 2団
八千代 2団
流山 5団
野田 7団
流山 3団

吉田　悠人
和田麻央人
富田はるか

富里 �団
船橋 9団
木更津 3団

富士章

渡辺　一樹
宮原　広樹
小林　怜史
福田　大和
髙橋　弘輝
近藤　一輝
菱木奈津美

松戸 6団
千葉 �団
千葉 �団
松戸 �団
船橋 �0団
千葉 �団
富里 �団

千葉県連盟隼章

菊スカウト章

大藪　将士
勝見　斉充

千葉 2�団
君津 2団

　 キ ャ ン プ 場 問 合 わ せ

我孫子第一団　団委員長
中島 一夫  04‐7�49‐2577
キャンプ場所在地　我孫子市岡発戸榎町

｢我孫子第一団キャンプ場｣　東葛地区
　我

あ び こ

孫子第一団のキャンプ場は、平成16年１
月にそれまで17年間活動のベースとしていた
キャンプ場から、五

ご

本
ほんまつ

松公園すぐ近くに移転
をしました。約3,700㎡の面積です。ベーデ
ン‐パウエル卿

きょう

は「スカウティングの真の目的
は野外活動にある」と言っています。野外活動
すなわち自然の中から沢

たくさん

山のことがらを学び
取りなさい、と言うことになります。このキャ
ンプ場にも高い木や低い木が多くあり、キジ
をはじめ多くの鳥たちのさえずりも聞こえ、昆
虫も多く生息しています。野外での活動が出
来る広場もあり、モンキーや、ロープウェイ
などのパイオニアリングも可能です」一日の
キャンプを締

し

めくくるキャンプファイアーを楽
しめるスペースもあります。キャンプサイトも
完全ではありませんが一個隊ぐらいは収容で

きます。
　これからもサイトの拡

かくちょう

張と整
せ い び

備を進めて行
きたいと考えております。プレハブのスカウ
トハウスには、特大のベーデン‐パウエル卿

きょう

の肖
しょうぞう

像（油絵）がスカウトたちの元気な活動を
見守っています。活動中の緊

きんきゅう

急避
ひ な ん

難場所また
屋内集会に活用されています。皆さんの団に
もきっと立派なキャンプ場があるでしょうが、

「おきて」に「スカウトは感謝の心を持つ」とあ
ります。私たちに多くの体験をさせてくれる
自然に感謝を忘れないことがベーデン‐パウ
エル卿

きょう

が望んでいたスカウティングの目的で
しょう。そして多くの先輩たちの努力と汗の
しみこんだこのキャンプ場に感謝をし、これ
からも充

じゅうじつ

実したものにして行きたいと望んで
います。　　　（文責：団委員長　中嶋一夫）

わが地区自慢のキャンプ場紹介

印旛地区　成田第１団　ベンチャースカウト隊　水野　千春
　私は隼章を取得するにあたり、高校の部活
動での“スキー”をプロジェクトとして進行し
ました。高校総体出場を目標に日々努力して
取り組み、(プロジェクト終了後となってしま
いましたが、)その結果、目標達成!!また強い
精神や健康な身体を手にし、スキルアップす
ることができました。
　練習や合宿は辛

つら

い事もありました。しか
し、家族を始め、友人や先生方の応援や協

力といったサ
ポートがあっ
たからこそでき
たものと、とて
も感謝してい
ます。こんな
経験はなかな
かできないし、
実に大きなも
のを得ることができた大変貴重な時間だった
と言えます。
　ここから学んだことも多々あります。“頑張
る”という一見当たり前のように見えることが、
一番難しい事でした。ただひたすらに、ただ
真剣に、一生懸命打ち込むということ。その
過程が大切だということを知りました。それ
までは何に対しても結果重視。“中身は関係な
いもの”と言う考えでした。本気で悔

くや

しくて泣

いたり、笑って喜んだりできるのは努力という
過程があったからこそで、全力を出し切ると
いうことに意味があるのだと思いました。
　辛い経験と言うのは絶対に人生の糧

かて

とな
ると思います。これからも目の前のことから
逃げずに立ち向かっていきたいと思います。
チャレンジ精神を忘れずに、一歩一歩を確実
なものとし、更なる向上を目指し、これから
に活かしていこうと思っています。
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指導者に対するグループワーク

スカウトのページ

　平成19年度まで日本連盟にて実施されてきた、富士章受章ス
カウト顕彰会は、平成20年度から県連盟にその実施が移される
ことになりました。
　これを受け顕彰会と従来から県連盟で実施してきたプロジェ
クト発表会とをあわせて開催することで、富士章受賞スカウトの
感想や抱負などをリアルタイムに聴け、またプロジェクトへの
取り組みプロセスを知ることは、後に続くボーイスカウトやベン
チャースカウトたちの活動意欲を高める機会となります。

平成21年５月10日（日）　千葉県青少年女性会館

富士章顕彰会に参加して
千葉地区　千葉第１団　ローバースカウト隊　原田　祐樹
　富士章顕彰会に参加して、自分以外の富士スカ
ウトがどうやって富士章取得まで辿り着いたのか
を知ることができてとても良い勉強になりました。
同じアワードに挑戦していても、内容がまったく
違っていたり、自分が挑戦しなかったアワードについて知ることがで
き、一人ひとりが全員違うことにチャレンジして富士スカウトになるこ
とができたのだなと感じました。そして、改めて富士スカウトになる大
変さを知ることができました。これからは富士スカウトとして胸を張り、
スカウト活動を続けていきたいと思います。

スカウトは感謝の心を持つ
松戸・鎌ヶ谷地区　鎌ヶ谷第２団　ローバースカウト隊　木崎　達也
　この度は第１回富士章受章スカウト顕彰会及び
第６回プロジェクト発表会に参加できた事を心よ
り感謝いたします。
　現在私はローバー隊に所属し、後輩スカウトの
見本となるような活動を目指して日々スカウティングに励んでいます。
ここまで私が来られたのは素晴らしい団家族である鎌ヶ谷第２団に所属
しながら心温かいリーダー、先輩や後輩、何よりも様々な行事で出会っ
た仲間の支えがあったからだと思います。至らない部分が多々あります
がこの感謝の気持ちを後輩へ伝えられるよう努力し、永遠のスカウトで
あり続けたいと思います。

富士章を取得して
印旛地区　富里第１団　　ローバースカウト隊　吉田　悠人
　私は、14年前にビーバースカウト隊に入隊し、
人生の３分の２をボーイスカウト活動とともに歩
んできました。学校の部活動や試験の勉強、高校
と大学への受験など、普段の生活との兼ね合いに
悩むこともありましたが、一緒に活動して出会った仲間や原隊の隊長、
地区や県連盟の方々に支えられ目標であった最高章を取得することが
できました。しかし、取得するために時間がかかり、制服の胸に着けて
いた期間は短くて残念でした。今後は、記章を着けていなくても富士ス
カウトとしての自覚を持ってスカウト活動を続け、後輩スカウトの育成
にも力を入れると共に、スカウトとしてより多くの経験を積んでいきた
いと思います。

首相官邸表敬訪問を終えて
上総地区　市原第７団　ローバースカウト隊　米本　慶治
　今回、内閣総理大臣、および文部科学大臣に表
敬訪問ができたことを大変うれしく思います。普
段入ることのできない首相官邸や文部科学省をみ
ることは貴重な体験でした。
　また、他県のスカウトから聞いた団の様子も興味深いものばかりで
した。やはり富士スカウトを出すような団は、特徴のあるところが多く、
キャンプなどの話はとても参考になる部分がありました．そのような点
は自分自身や、自団に取り入れ、より良い活動ができるようにしていき
たいと思います。　
　この表敬訪問は、他団との交流、情報交換の機会としても、貴重な
場でした。今回の体験を活かしつつ、今後の自団や地区の後輩が同じ
ような場に出られるように応援していくつもりです。

パネルディスカッションに真摯に耳を傾ける、
ボーイスカウトやベンチャースカウト

顕彰の後、ステージ上で弥栄を受ける

いと思います。

プロジェクトの
取り組みプロセスを発表する木崎君

富士章受章スカウトと参加スカウトの記念写真



スカウトちば　65号8 平成2�年�0月３日スカウトのページ
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　八千代・習志野地区では、本年地区創
立30周年にあたり、記念事業として地区
キャンポリーを長期キャンプとして開催
する運びとなった。これの開催に当り、
企画から運営に、ローバースカウト、ベン
チャースカウトを参画させることで、より
楽しく、実りある地区キャンポリーとすべ
く、その方針を打ち出した。
　その結果として、担当スカウト30人程
が企画・運営に参画し、立派にその役割

団数 隊数 団委員 指導者 スカウト 計

登録数 ７ 32 64 ��8 334 5�6

〔加盟登録状況〕平成2�年８月末日現在　　

を果たすことができました。また、参加
隊のプログラムは、自主プログラムを原
則とし、各隊の自主性を重視する方針で
計画を進め、各隊の特徴が十分に反映さ
れ、様々な活動が展開されることとなっ
た。全体プログラムとしては、草津白根
山の征服が企画され、山頂までの征服は

できなかったが、
160人の登山として
は、事故も無く、ま
た、班制度の活用度
合いも様々に展開さ
れ、地区内の状況
把握に役立つことと
なった。
　開催場所が群馬
県の奥草津と遠隔地
故に、様々な障害も
あったが、それを乗
り越え、温泉と快適
なキャンプサイトに

　この夏、各地区で開催された“地区
キャンポリー”の報告を、一挙掲載（２地
区は未開催）いたしました。
　天候にも恵まれ、それぞれの報告か
らは、夏季キャンポリーの楽しさや独自
の取り組み、創意工夫などが伝わってき
ます。
　限られた紙面で、充分にこの感動を
伝えきれず、不満の残る地区もあった
ことと思います。ぜひ、その思いを県連
ホームページに投稿していただきたいと
思います。
　これからもスカウト登録数拡大のため
に役立つ紙面づくりを心がける所存でお
りますので、一層のご協力お願いいたし
ます。
　　　　　　　　　 編集長　上野　孝

編集後記

指導者のページ

八千代・習志野地区

「創立30周年記念地区キャンポリー」
…群馬県奥草津鋼管休暇村で開催
…八千代市の「１％支援制度（市民活動団体支援金交付制度）」の活用

恵まれた。気象条件も、前半に雨、後半
は初秋の気配を感じさせる好天に恵まれ、
注文したような天候となり、良い体験を
させることができた。一方、経営面で、
八千代市の１％支援制度を活用する方針
を打ち出し、この事業を含め、全体で３
事業に対して支援を求めた。その候補を
勝ち取り、現在一般市民からの支援の応
募を待っている状況である。

 　平成21年度年次総会は、6月７日（日）野田市興風会館で開催さ

れました。

　会議の部では、予定した議案がすべて原案どおり承認されまし

た。つづく講演の部では、日本オリンピック委員会の平野一成先

生が、「こどもとスポーツ～国際競技力向上をめざす現場から～」と

題して、子どもの無限の可能性についてお話しされました。

　休憩の後、御代川県教育庁生涯学習課長、宮内野田市教育長、

吉田日本連盟事務局長他の方々を来賓としてお招きして式典の部

にはいり、富士章、ウッドバッジが伝達され、連盟長から関係者

へ年次表彰の県連盟特別有功章などが贈呈されました。懇親会は

100人を超える参加者で、日本連盟表彰受章の方のお祝いもあわ

せて弥栄三唱によ

り散会しました。

　準備から当日の

片付けまで地区を

挙げてご協力いた

だいた北総地区

の皆様のご尽力に

あらためて感謝申

し上げます。

千葉県連盟　事務局長　星　淳一

　第７回災害準備大作戦

は、平成21年４月１2日(日)、

佐倉市立小竹小学校におい

て実施された。「佐倉市直

下で大地震が発生、印旛地

区の要請により、県内各地

区の災害支援要員が被災

地の小竹小学校に開設された佐倉市災害ボランティアセンターに

駆けつけた。」との想定のもと、校庭・体育館・プールなどの施設を

活用し、佐倉市、同社会福祉協議会、志津消防署、自衛隊千葉地

方協力本部、災害救援ボランティア、ＮＴＴ東日本など防災関係

機関等の支援を得て、県連盟役員、災害支援要員、地区実行委員、

スカウト、近隣住民、後援団体など合わせて605人もの多数が参

加。現実に即した支援活動の手順や技術を訓練するとともに、地

区内スカウトは、訓練の見学と基本的防災術を同時進行で学習し

ました。

　終了に際して、内外から、600人もの大人数の参加、災害支援

ゾーンの要員の活躍ぶり、子ども達の教育効果、ボーイスカウト

組織と行政防災組織との連携など、驚きと評価が寄せられ、大き

な成果を収め終了することができました。

千葉「そなえよつねに」
第７回災害準備大作戦実施報告

印旛地区　災害支援委員長　畑田　正則




